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 概況 鶏卵の出廻りは９月の５％増であったが，月間平均相場は瓩 193 円で保合いであった。 

例年 10 月は９月より相場が高いのが普通であるが，本年は生産の増大によって出廻り過剰を来し，昨年同期

よりは瓩20円安と低調な商状となった。香港輸出も月間１万３千ケースで昨年同様の約1/3で低調であった。

11 月は冬物衣料等の手当で一般の消費が減少するので，気配は弱く瓩 180 円を中心の相場で推移するものと

みられる。11 月に入ってから毎日５～６屯程度の鶏卵がマヨネーズ用に納入されているがこの程度の数量で

は一般市場えは響いて来ない。 

 10 月の食鶏の商況はなかなか活潑で入荷もかなり前月より増加したにもかかわらずよくこれを消化して中

びなで瓩 261 円と前月より７円高，中親めすで 198 円と同じく 18 円高で好況であった。11月に入って入荷が

一層増加しているのと消費の足踏みで弱含みの商況となっているが大きく崩れる気配は伺われない。 
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概況 

 10 月は９月より牛において 300 頭、豚において 900 頭の出廻り増で，牛は概して商況に今一歩活気なく弱

保合いで，一方豚は月半ば一時反撥相場をみせたが，以後はジリ貧で相場は下る一方となって中物瓩 300 円が

らみとなって 11 月に入った。月間平均相場は中物瓩 324 円で前月より 52円安と大巾に値が崩れて来た。年末

までに牛肉 2,700 屯，豚肉 1,800 屯の輸入が行なわれるとのことであるが，牛はこれから本格的需要期に入る

ので，気配はやや強くなろうが，豚の気配はますます弱くなろう。 

 


